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退職者連合・2013政策・制度要求 

民主党、社民党に 

協力を要請 

 

退職者連合の阿部保吉会長、羽山治美事務局長、菅井義夫事

務局次長、林道寛事務局次長、太田敏夫年金専門委員長（常任

幹事）の 5 名は、8 月 29 日に社民党本部、同 30 日に民主党本

部を訪ね、7月に開催した退職者連合第 17回定期総会で決定し

た 2013 年度政策・制度要求の実現に向け、要請行動を行ないま

した。なお、政府要請は、9月 12日午後 2時から厚労省で行わ

れることになっています。 
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△写真左から古本税調事務局長、桜井政調会長、阿部会長、羽山事務局長、太田委員長、菅井事務局次長 

各項目で活発な意見交換 

千代田区・永田町にある民主党本部

で午前 11 時から始まった要請行動で

は、党政策調査会長の桜井充参議院議

員と党税制調査会事務局長の古本伸一

郎衆議院議員に会い、はじめに阿部会

長が党側に要請書を手渡しました（写

真）。 

要請で阿部会長は「第 17回総会で政

府要求を決めた。また厚労省には 9 月

12 日に要求書を提出するので、その内

容を説明したい」と語り、続いて政府

要求の各項目を詳しく説明した羽山治

美事務局長も「民主党にご協力をお願

い 

 

いしたい」と要請しました。 

党からはまず、桜井政調会長が年

金、医療、介護について考えを示しま

した。特に医療改革で問題となった後

期高齢者医療制度では、党側と退職者

連合とで突っ込んだやりとりが行わ

れました。具体的には桜井会長が「後

期高齢者医療制度は高齢者が差別さ

れているのが問題だったが、（民主党

の努力で）実質的に廃止されている」

などと評価したことに対し、阿部会長

が「75歳以上の保険料の設定に問題が

ある。現役の負担の半分を高齢者が負

担することになる」と問題点を指摘。

「これは法律を作ってやることでは 

民主党 
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阿部会長が支援を訴え 

 社民党本部・党首室で行われた要

請には、社民党側から又市征治党首

代行（参議院議員）、福島瑞穂前党首

（参議院議員）、吉田忠智政策審議会

長（参議院議員）の3人が出席。 

はじめに退職者連合の阿部保吉会 

長が要請の趣旨を説明し、「安倍自公

政権は、かつての小泉政時代に逆戻

りで、社会保障制度が切り捨てられ 

ようとしている。退職者連合の第17 

回総会で決定した対政府要求につい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て一歩でも二歩でも前に進むように 

ご支援いただきたい」と述べました。 

続いて羽山治美事務局長が年金、 

医療・介護など、対政府要求の内

容を具体的に説明しました。 

 これに対し又市党首代行は、「毎年、 

要請にお出で頂いている。退職者連

合の要求の中身については、われわ

れ社民党も共通認識にある。（社民党 

の）政策審議会の中で精査して、党

の方針に活かしていきたい」と応え 

ました。 

また又市代行は、社会保障と税の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一体改革にふれ、「社会保障改革は 

枕ことばでしかない。社会保障制度

の全体像が示されることがスジだ」

と厳しく批判しました。 

一方、要求項目の中にある高齢低

所得単身女性問題について福島前

党首が特に関心を示し、2009年の鳩

山内閣時代に消費者・少子化大臣を

務めた立場から「この問題にしっか

りと取り組んでいきたい」と述べ、

政府に関連資料を出させると約束を

しました。 

 

    又市党首代行  要求内容は党の方針に活かす 
 

      

社
民
党 

△又市党首代行に要請書を

渡す阿部会長。写真左から社

民党の吉田政審会長、福島

前党首、又市代行。中央から

退職者連合の阿部会長、太

田専門委員長、羽山事務局

長、菅井事務局次長。（29

日、東京・千代田区永田町の

社民党本部） 

 

 

 

 

ない。当時、厚労省も法律とは関

係なくやれるといっていたのにま

だ、やっていない。保険料の問題

は、応能負担にすれば解消する」

と阿部会長が2009年の鳩山内閣当

時、高齢者医療制度改革会議に委

員として参加した立場から具体的

に提案。これには桜井会長も「わ 

 

かりました」と応じました。また

桜井会長は退職者連合の要求内容

について感想を述べ、「受け入れら

れるものと受け入れられないもの

とがある。（違いについては）退職

者連合のみなさんとはこれからも

議論していきたい」との姿勢を明

らかにしました。 

 

続いて税制関連で古本税調事務

局長は「税制については民主党と

退職者連合の考えはだいたい共通

している」との認識を示し、退職

者連合が求めている公的年金控除

と老齢者控除の復活について「政

権に復帰したら再考していきた

い」との考えを明らかにしました。 

 

 


